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むつ市議会第２３６回定例会会議録 第５号

平成３０年６月２０日（水曜日）午前１０時開議議事日程 第５号

◎諸般の報告

【議案質疑、委員会付託、一部採決】

第１ 議案第40号 むつ市空家等の適正管理に関する条例

第２ 議案第41号 むつ市立学校設置条例の一部を改正する条例

第３ 議案第42号 むつ市乳幼児等医療費給付条例の一部を改正する条例

第４ 議案第43号 むつ市脇野沢畜産流通加工施設及び農村活性化施設条例の一部を改正する条例

第５ 議案第44号 指定管理者の指定の変更について

（むつ市脇野沢いのししの館の名称を変更するためのもの）

第６ 議案第45号 市道路線の認定について

第７ 議案第46号 市道路線の変更について

第８ 議案第47号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて

第９ 議案第48号 平成30年度むつ市一般会計補正予算

第10 議案第49号 平成30年度むつ市水道事業会計補正予算

第11 議案第50号 財産の取得について

（むつ市消防団むつ消防団第15分団配備の消防ポンプ自動車を老朽化に伴い更新するた

めのもの）

第12 議案第51号 財産の取得について

（むつ市役所大畑庁舎配備の除雪グレーダを老朽化に伴い更新するためのもの）

第13 報告第６号 平成29年度むつ市一般会計継続費繰越計算書

第14 報告第７号 平成29年度むつ市一般会計繰越明許費繰越計算書

第15 報告第８号 平成29年度むつ市水道事業会計継続費繰越計算書

第16 報告第９号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成29年度むつ市一般会計補正予算）

第17 報告第10号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第18 報告第11号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第19 報告第12号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成29年度むつ市一般会計補正予算）

第20 報告第13号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市税条例等の一部を改正する条例）

第21 報告第14号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
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（むつ市地方活力向上地域に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する

条例）

第22 報告第15号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

第23 報告第16号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市指定地域密着型サービスの事業及び指定地域密着型介護予防サービスの事業の

人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例）

第24 報告第17号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市指定介護予防支援事業者の指定並びに指定介護予防支援等の事業の人員及び運

営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例）

第25 報告第18号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例）

第26 報告第19号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第27 報告第20号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成30年度むつ市国民健康保険特別会計補正予算）

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（２４人）

１番 原 田 敏 匡 ２番 山 本 留 義

３番 佐 々 木 隆 徳 ４番 工 藤 祥 子

５番 横 垣 成 年 ６番 目 時 睦 男

７番 野 呂 泰 喜 ８番 石 田 勝 弘

９番 菊 池 広 志 １１番 佐 賀 英 生

１２番 富 岡 修 １３番 大 瀧 次 男

１４番 中 村 正 志 １５番 濵 田 栄 子

１６番 浅 利 竹 二 郎 １７番 佐 々 木 肇

１８番 斉 藤 孝 昭 １９番 冨 岡 幸 夫

２１番 川 下 八 十 美 ２２番 半 田 義 秋

２３番 菊 池 光 弘 ２４番 岡 崎 健 吾

２５番 鎌 田 ち よ 子 ２６番 白 井 二 郎

欠席議員（２人）

１０番 東 健 而 ２０番 村 中 徹 也

説明のため出席した者

市 長 宮 下 宗 一 郎 副 市 長 鎌 田 光 治

副 市 長 川 西 伸 二 教 育 長 氏 家 剛

公 営 企 業 代 表花 山 俊 春 齊 藤 秀 人管 理 者 監 査 委 員

企 画 政 策総 務 部 長 村 田 尚 吉 田 和 久部 長

財 務 部
財 務 部 長 吉 田 真 税 務 赤 坂 吉 千 代

調 整 監

民 生 部 長 中 里 敬 福 祉 部 長 瀬 川 英 之

健 康 子 ど も
づ く り 徳 田 暁 子 み ら い 須 藤 勝 広
推 進 部 長 部 長

都 市 整 備経 済 部 長 三 上 達 規 光 野 義 厚部 長

川 内 庁 舎 大 畑 庁 舎二 本 柳 茂 坂 井 隆所 長 所 長

脇 野 沢 会 計庁 舎 所 長 管 理 者経 済 部 浜 田 一 之 総 務 部 畑 中 秀 樹シティプロ 理 事モーション 出 納 室 長推 進 監
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選 挙 管 理 監 査 委 員委 員 会 濱 田 賢 一 金 澤 寿 々 子事 務 局 長事 務 局 長

農 業
委 員 会
事 務 局 長 佐 藤 節 雄 教 育 部 長 松 谷 勇
経 済 部
理 事

公 営 企 業 総 務 部
局 長 政 策濱 谷 重 芳 角 本 力下 水 道 推 進 監
部 長 総 務 課 長

総 務 部 総 務 部
副 理 事 副 理 事伊 藤 大 治 郎 佐 藤 孝 悦市 長 防 災 安 全
公 室 長 課 長

企 画
政 策 部 福 祉 部
政 策 副 理 事中 村 智 郎 千 代 谷 賀 士 子推 進 監 高 齢 者
企 画 調 整 福 祉 課 長
課 長

健 康 経 済 部
づ く り 政 策
推 進 部 推 進 監
政 策 髙 杉 俊 郎 農 業 金 浜 達 也
推 進 監 委 員 会
国 保 年 金 事 務 局
課 長 次 長

教 育
委 員 会 企 画
事 務 局 政 策 部木 下 尚 一 郎 一 戸 義 則政 策 エネルギー
推 進 監 戦 略 課 長
総 務 課 長

福 祉 部
高 齢 者
福 祉 課財 務 部 石 橋 秀 治 地 域 包 括 池 田 雅 文財 務 課 長 支 援
セ ン タ ー
所 長

子 ど も 経 済 部み ら い 部 柳 谷 恭 子 農 林 畜 産 酒 井 一 雄子 ど も 振 興 課 長家 庭 課 長

教 育 総 務 部委 員 会 防 災事 務 局 畑 中 渉 秋 田 浩 克安 全 課総 務 課 主 幹総 括 主 幹

子 ど も
み ら い 部 総 務 部
子 ど も 松 山 徹 総 務 課 井 戸 向 秀 明
家 庭 課 主 任 主 査
主 幹

総 務 部 総 務 部
総 務 課 中 村 善 光 総 務 課 佐 藤 貴 昭
主 事 主 事
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事務局職員出席者

事 務 局 長 東 雄 二 次 長 伊 藤 泰 成

総 括 主 幹 奥 本 聡 志 主 幹 葛 西 信 弘

主 任 主 査 堂 崎 亜 希 子 主 査 井 田 周 作
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（白井二郎） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は24人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

（ ） 、 、〇議長 白井二郎 本日 諸般の報告については

特に申し上げる事項はありません。

〇議長（白井二郎） 本日の会議は議事日程第５号

により議事を進めます。

◎日程第１～日程第27 議案質疑、委

員会付託、一部採決

◇議案第４０号

〇議長（白井二郎） 日程第１ 議案第40号 むつ

市空家等の適正管理に関する条例を議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。16番浅利竹二郎議員。

〇16番（浅利竹二郎） 議案第40号 むつ市空家等

の適正管理に関する条例について質疑いたしま

す。簡潔に質疑します。

まず、前条例、平成24年むつ市条例等33号を全

部改正するということで、この至った経緯及び主

な改正点をお願いします。

〇議長（白井二郎） 総務部長。

〇総務部長（村田 尚） お答えいたします。条例

の全部改正に至った経緯、主な改正点についてお

答えいたします。

まずは、経緯についてご説明いたします。市で

は、空き家の所有者等に空き家等を適切に管理し

、 、ていただき 危険な空き家等の倒壊等による事故

火災、犯罪等を未然に防止し、市民の皆様の安全

で安心な暮らしを守ることを目的といたしまし

て、平成24年12月にこれまでの条例でありますむ

つ市空家等の適正管理に関する条例を制定いたし

ました。

この条例では、空き家等が危険な状態にあると

きの当該所有者に対する措置として、段階的に助

言、指導、勧告、命令、公表することができる旨

を規定しております。その後国におきましても、

全国的に空き家問題が深刻化している状況を踏ま

え、平成27年５月26日に「空家等対策の推進に関

する特別措置法」が全面施行され、本格的に空き

家等対策に乗り出したところでございます。

、 、この特別措置法では 空き家等の措置について

これまでの市の条例と同様の措置に加え、行政代

執行法に基づく行政代執行の実施や空家等対策計

画の策定等が規定されました。この動きに対し、

市では空家等対策計画の作成等に関する協議を行

うため、平成29年11月にむつ市空家等対策協議会

を設置いたしました。この協議会におきまして、

安全安心な住みよいまちづくりの推進及び地域の

景観を保全し、魅力の維持向上に寄与することを

目的として、平成30年４月１日にむつ市空家等対

策計画を策定したところであります。

本協議会の立ち上げ時点では、これまでの条例

につきましては、計画の策定後に廃止する方向で

検討しておりました。

このような中、平成29年12月26日に国土交通省

から台風や大雨等の緊急時における空き家等の応

急措置について、迅速に必要最小限度の応急措置

をできるよう条例で規定している自治体が297市

町村あることが公表されております。当市におき

ましても、台風や強風、豪雪等による同様の事例
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も多いことから、必要最小限度の応急措置が可能

となるよう条例を改正することとしたところであ

ります。

なお、改正に当たりましては、当該特別措置法

に基づき所要の条文整備の必要もありましたこと

から、全部改正となったものであります。

次に、主な改正点についてでございますが、台

風や強風、豪雪等の災害時に防災安全上特に緊急

を要する空き家等について、当該特別措置法に基

づく所定の手続を経ることなく、迅速に必要最小

限度の行為を行うことができることを緊急時の管

理行為として第７条に規定することとしたもので

ございます。

また、その他につきましても、これまでの市独

自の内容を当該特別措置法に基づいたものとして

所要の条文整備を行いまして、必要な事項を定め

ることにより、市民の安全で安心な暮らしの実現

に寄与することとしたものでございます。

以上でございます。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） それで、今現状での空き家

等、それと特定空家等の指定数につきましてお尋

ねします。

それと、特定空家等をもし指定していて、それ

を改善という方向で解消した事例があればお願い

します。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まず、現在の空き家の件数ですけれども、平成

30年５月末現在で1,166件、特定空家の指定につ

きましては、これ判定委員会というのをまだ開催

しておりませんで、そういう意味ではまだ指定と

いうのはゼロ件ということになります。したがっ

て、その特定空家等の解消事例というものも現時

点ではございません。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 特定空家の指定は今のとこ

ろないということなのですけれども、今の社会情

勢で、超高齢化社会に突入して、なおかつ核家族

化が伸長している現状から、ますます空き家等の

急増が予測されます。それに対して、今後さらに

、 。抜本的な対策等はあるのかどうか お尋ねします

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

抜本的対策ということでありますけれども、実

は2040年までには現状1,166件ある空き家が約

6,000件にまで増加するというような指標もござ

います。この空き家の問題ですけれども、我々コ

ンパクトシティということで、まちづくりに今取

り組んでおりますが、この形成のためにも、その

対策は非常に重要だというふうに認識をしており

まして、特に都市計画区域、居住誘導区域ですと

か、都市機能誘導区域の中での対策というのは急

務であるというふうに考えております。

市では、空き家の発生を抑制するための施策と

いたしまして、今年度から空き家の適正管理や空

き家に係る行政サポート情報等を記載した冊子を

作成しております。この空き家等の所有者に対す

る助言、指導などの文書への同封を、この冊子は

させていただいているところでございます。

また、今後開設を予定しておりますむつ市空家

空地バンクの活用や民間事業者と協定を締結し

て、空き家等の所有者の方への空き家の管理、賃

貸、売却、撤去といった情報の提供や、空き家に

なる前から総合的な相談ができるような窓口体制

を確立することとしております。

我々としては、やはりこの問題は関係団体との

連携強化、その連携の強化が不可欠であるという

ふうに認識しておりますので、空き家等を未然に

防ぐ対策も含めながら、総合的にこの空き家対策

に取り組んでまいりたいと考えております。

〇議長（白井二郎） これで浅利竹二郎議員の質疑
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を終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で議案第40号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第40号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第４１号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第２ 議案第41号

むつ市立学校設置条例の一部を改正する条例を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で議案第41号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第41号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第４２号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第３ 議案第42号

むつ市乳幼児等医療費給付条例の一部を改正する

条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。５番横垣成年議員。

〇５番（横垣成年） ２点ほどよろしくお願いしま

す。

乳幼児医療費の給付対象者は、現在何人いるの

でしょうか。そのうち、条例改正前の所得制限に

よって給付助成対象者は今まで何人となってお

り、全給付対象者のうち、何％が給付助成対象者

となっているか。これは、現在といいますが、最

新のデータでよろしいので、よろしくお願いしま

す。

もう一点目ですが、これは今回の条例改正によ

って給付助成対象者は何人にふえるというふうに

なり、全給付対象者のうち、何％が給付助成対象

者となるのか、よろしくお願いします。

〇議長（白井二郎） 子どもみらい部長。

〇子どもみらい部長（須藤勝広） お答えいたしま

す。

当市における乳幼児医療費の給付対象者である

乳幼児 いわゆる未就学児童は 平成30年３月31日、 、

現在2,824人となっております。そのうち、現行

の制度での受給資格者数は1,401人で、全体に占

める割合は約49.6％となっておりましたが、新制

度移行による受給資格者数は2,683人で、全体に

占める割合は約95％に拡大する見込みとなってお

ります。

〇議長（白井二郎） ５番。

〇５番（横垣成年） 早速県の基準に合わせてもら

って、どうもありがとうございます。

それで、県のほうでもこれ議論になったようで

ございますが、今県内40市町村あるのですが、そ

の中で所得制限なしの市町村が平成29年度で29に

。 、達している現状がございます そういう意味では

今むつ市が県に合わせるということであったとし

ても、県内40市町村のうち30番目という、そうい

う順位でございますから、この29の市町村が既に

所得制限なしという形で実施しておりますので、

ぜひむつ市もそういう形のものを求めてくださる

ことを強く要望して質疑を終わります。

以上です。

〇議長（白井二郎） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。
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（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で議案第42号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第42号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第４３号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第４ 議案第43号

むつ市脇野沢畜産流通加工施設及び農村活性化施

設条例の一部を改正する条例を議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で議案第43号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第43号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第４４号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第５ 議案第44号

指定管理者の指定の変更についてを議題といたし

ます。

本案は、むつ市脇野沢いのししの館の名称を変

更するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で議案第44号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第44号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第４５号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第６ 議案第45号

市道路線の認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で議案第45号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第45号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第４６号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第７ 議案第46号

市道路線の変更についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で議案第46号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第46号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第４７号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第８ 議案第47号

人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を

求めることについてを議題といたします。

本案は、本年９月30日をもって任期満了となる

人権擁護委員に澤畑正敏氏を推薦することについ

て議会の意見を求めるためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま
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せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で議案第47号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第47号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第47号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は適任と認め、原案のとおり可決すること

にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第47号は原案のとおり可決されました。

◇議案第４８号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第９ 議案第48号

平成30年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で議案第48号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第48号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第48号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第48号は原案のとおり可決されました。

◇議案第４９号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第10 議案第49号

平成30年度むつ市水道事業会計補正予算を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で議案第49号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第49号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第５０号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第11 議案第50号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、むつ市消防団むつ消防団第15分団配備

の消防ポンプ自動車を老朽化に伴い更新するため

のものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。
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以上で議案第50号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第50号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第５１号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第12 議案第51号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、むつ市役所大畑庁舎配備の除雪グレー

ダを老朽化に伴い更新するためのものでありま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で議案第51号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第51号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇報告第６号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第13 報告第６号

平成29年度むつ市一般会計継続費繰越計算書を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第６号の質疑を終わります。

報告第６号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第７号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第14 報告第７号

平成29年度むつ市一般会計繰越明許費繰越計算書

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第７号の質疑を終わります。

報告第７号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第８号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第15 報告第８号

平成29年度むつ市水道事業会計継続費繰越計算書

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第８号の質疑を終わります。

報告第８号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第９号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第16 報告第９号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成29年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第９号の質疑を終わります。
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お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第９号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第９号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第９号は承認することに決定いたしまし

た。

◇報告第１０号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第17 報告第10号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第10号の質疑を終わります。

報告第10号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第１１号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第18 報告第11号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第11号の質疑を終わります。

報告第11号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第１２号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第19 報告第12号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成29年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第12号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第12号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第12号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第12号は承認することに決定いたしまし
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た。

◇報告第１３号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第20 報告第13号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市税条例等の一部を改正する条例

について報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第13号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第13号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇報告第１４号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第21 報告第14号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市地方活力向上地域に係る固定資

産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条

例について報告及び承認を求めるものでありま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第14号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第14号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇報告第１５号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第22 報告第15号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市国民健康保険税条例の一部を改

正する条例について報告及び承認を求めるもので

あります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第15号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第15号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇報告第１６号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第23 報告第16号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市指定地域密着型サービスの事業

及び指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の

一部を改正する条例について報告及び承認を求め

るものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。15番濵田栄子議員。

〇15番（濵田栄子） 端的に質疑いたします。

提案理由としては 「これは、関係省令の一部、

改正に伴い、むつ市指定地域密着型サービスの事

業及び指定地域密着型介護予防サービスの事業の

人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例

の一部を改正する条例を専決処分したものです」

とあります 「指定地域密着型サービス事業者の。

指定に係る要件の緩和等をしております」という
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ことで、説明資料を見ますと、旧条項では、これ

に「規定する条例で定める者は、法人」とあり、

新条例においては「法人又は病床を有する診療所

を開設している者であることとする」とあります

ので、これの改正により事業者等への影響とか、

それから利用者さん等への影響についてお聞きい

たします。

〇議長（白井二郎） 福祉部長。

〇福祉部長（瀬川英之） 濵田議員のお尋ねにお答

えいたします。

改正内容につきまして、地域密着型サービスの

事業を行うことができる事業者の指定要件につい

て、これまでは法人のみということでありました

、 、が 医療ニーズの高い要介護者への支援のために

介護と介護サービスを一体的に提供する看護小規

模多機能型居宅介護サービスに限り病床を有する

診療所を開設している者についても、当該サービ

スに係る指定を受けることができることとなりま

して、事業者が地域密着型サービスへ参入し、医

療ニーズの高い利用者へのサービスの提供が可能

となったものであります。

なお、むつ市におきましては、該当する施設及

びサービス等は現在ございませんので、介護保険

サービスを利用される市民の皆様及び事業者の皆

様に対しましては、現時点では影響はございませ

んので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（白井二郎） 15番。

〇15番（濵田栄子） それでは、今回の国の改正に

より、むつ市としては今のところは現状どおりと

いうことで理解いたしました。

以上で終わります。

〇議長（白井二郎） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第16号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第16号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇報告第１７号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第24 報告第17号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市指定介護予防支援事業者の指定

並びに指定介護予防支援等の事業の人員及び運営

並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例について報告及び承認を求

めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第17号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第17号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇報告第１８号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第25 報告第18号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市指定居宅介護支援等の事業の人

員及び運営に関する基準等を定める条例について

報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。
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（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第18号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第18号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇報告第１９号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第26 報告第19号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第19号の質疑を終わります。

報告第19号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第２０号

〇議長（白井二郎） 次は、日程第27 報告第20号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成30年度むつ市国民健康保険特別会

計補正予算について報告及び承認を求めるもので

あります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） 質疑なしと認めます。

以上で報告第20号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第20号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◎散会の宣告

〇議長（白井二郎） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明６月21日は常任委員会の

ため、６月22日及び６月25日から27日までは議事

整理のため休会したいと思います。これにご異議

ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（白井二郎） ご異議なしと認めます。よっ

て、明６月21日は常任委員会のため、６月22日及

び６月25日から27日までは議事整理のため休会す

ることに決定いたしました。

、 、なお ６月23日及び24日は休日のため休会とし

６月28日は付託議案審議を行います。

本日はこれで散会いたします。

午前１０時４４分 散会
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